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消
防
団
員
の

　
　
　処
遇
改
善
を

　
　
　中
村 

忠
行 

委
員

問

　８
月
上
旬
と
月
末
の

大
雨
の
際
に
は
、
町
の
消

防
団
の
尽
力
に
よ
り
被
害

が
最
小
限
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
で
団
員
の
方
々
は
仕
事

を
休
ん
で
ま
で
、
昼
夜
に

わ
た
り
対
策
に
あ
た
っ
て

く
れ
た
。

　災
害
現
場
へ
の
出
場
手

当
を
支
給
で
き
な
い
か
。

答

　武
内
町
民
税
務
課
長

　報
酬
、
手
当
に
つ
い
て

は
、
管
内
の
支
給
額
を
考

慮
し
な
が
ら
他
市
町
村
よ

り
も
低
く
な
ら
な
い
よ
う

に
金
額
を
調
整
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
資
格
取
得
の
支
援
に
つ

　い
て

・
河
川
美
化
運
動
の
推
進

　に
つ
い
て

 

町
立
診
療
所
の

　
　
　
　運
営
は

　
　
　髙
橋 

芳
夫 

委
員

問

　新
し
い
医
師
を
迎
え

る
予
定
で
あ
る
が
、
先
生

の
専
門
分
野
は
何
か
。
こ

れ
ま
で
の
診
療
所
と
は
違

っ
た
取
り
組
み
な
ど
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答

　三
上
診
療
所
事
務

長

　１０
月
か
ら
新
し
く

来
て
頂
く
先
生
は
石
川

成
範
先
生
で
あ
り
、
専

門
分
野
は
呼
吸
器
科
と

な
る
。
石
川
先
生
は
現

在
、
由
利
本
荘
市
に
あ

る
無
床
の
鳥
海
診
療
所

で
勤
務
し
て
お
り
、
医

師
が
１
名
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ド
的
に
地
域
医
療
に
根

差
し
た
形
で
貢
献
し
て
い

る
。　県

立
中
央
病
院
か
ら
来

て
頂
い
て
い
る
先
生
の
意

見
と
し
て
だ
が
、
こ
れ
か

ら
医
師
を
受
け
入
れ
る
に

あ
た
っ
て
、
若
い
先
生
や

女
性
の
医
師
も
増
え
て
く

る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
方

々
の
意
見
も
参
考
に
し
な

が
ら
運
営
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
谷
口
銀
山
保
存
会
に
つ

　い
て

・
大
商
金
山
牧
場
に
つ
い

　て
・
福
寿
会
の
あ
り
方
に
つ

　い
て

 

か
ね
や
ま
大
楽
校
の

　
　
　こ
れ
か
ら
は

　
　
　沼
澤 

道
也 

委
員

問

　当
初
は
結
婚
を
促
進

す
る
と
い
う
前
提
で
こ
の

事
業
を
行
っ
て
い
た
と
思

う
。
回
覧
や
チ
ラ
シ
等
を

見
る
と
、
結
婚
に
至
る
た

め
の
支
援
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
で
可
能
性
を
高
め
て
い

く
と
い
う
意
味
で
は
大
事

だ
と
思
う
が
、
果
た
し
て
、

当
初
の
目
標
通
り
に
い
く

の
か
。

　人
と
し
て
質
を
上
げ
る

と
い
う
こ
と
だ
け
な
ら
、

教
育
委
員
会
の
生
涯
教

育
の
中
で
行
え
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
る
。

も
う
少
し
目
的
を
は
っ

き
り
さ
せ
て
お
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

　川
崎
総
合
政
策
課

長

　当
初
は
結
婚
を
目

標
と
し
て
行
っ
て
い
た

事
業
で
あ
り
、
現
在
も

そ
の
目
標
で
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
現
実
的

に
考
え
る
と
町
内
で
婚

活
を
し
て
行
う
と
な
か
な

か
参
加
者
が
少
な
い
。

　最
上
広
域
に
お
い
て
、

各
市
町
村
か
ら
実
行
委
員

を
選
出
し
、
新
庄
市
内
で

の
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
企

画
す
る
な
ど
の
事
業
が
あ

る
た
め
、
こ
ち
ら
に
参
加

し
な
が
ら
実
際
の
婚
活
事

業
と
し
て
の
成
果
を
上
げ

て
い
く
事
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
金
山
ハ
ウ
ス
の
貸
付
に

　つ
い
て

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

　つ
い
て

・
税
等
の
収
納
率
に
つ
い

　て

目的は達成されたか！！
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平成
29年度
決 算 前年比

2.8%減

し
げ
の
り

問

答

答

問

答 問

高橋浩樹   決算特別委員長

訓練の成果　消防操法大会

かねやま大楽校の一コマ

生まれ変わる医師官舎

　平
成
２９
年
度
の
予
算
（
一
般
会
計
、
５
特
別
会
計
、

１
企
業
会
計
）
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
っ
た
か
審
議
す
る
た
め
決
算
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
た
。
委
員
長
に
高
橋
浩
樹
議
員
、
副
委
員
長

に
中
村
忠
行
議
員
を
互
選
し
、
９
月
７
日
に
松
坂
忠
良

代
表
監
査
委
員
か
ら
各
会
計
決
算
意
見
書
の
説
明
を
受

け
、
９
月
１２
日
と
１３
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
決
算
状
況

を
審
議
し
た
。
委
員
長
を
除
く
９
名
の
委
員
が
質
疑
を

行
っ
た
結
果
、
全
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で

認
定
し
た
。

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
意
見

松 

坂

　忠 

良

　
　代
表
監
査
委
員

　一
般
会
計
並
び
に
６

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

決
算
書
、
事
項
別
明
細

書
、
実
質
収
支
に
関
す

る
調
書
は
、
法
令
に
準

拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お

り
、
決
算
計
数
は
、
関

係
帳
簿
及
び
証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り
の

な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　ま
た
、
主
な
財
政
指
標
で
は
、
起
債
制
限
率
４
．

０
％
、
将
来
負
担
率
５１
．５
％
、
実
質
公
債
費
比
率

８
．５
％
な
ど
と
、
管
内
町
村
の
中
で
は
良
い
水
準

に
あ
り
、
起
債
残
高
の
減
少
、
積
立
金
の
適
正
な
維

持
な
ど
財
政
状
況
は
安
定
し
て
き
て
い
る
。

　一
方
で
、
税
収
が
脆
弱
で
地
方
交
付
税
の
依
存
度

が
高
く
、
交
付
税
の
多
寡
に
よ
っ
て
指
標
が
大
き
く

左
右
さ
れ
る
た
め
、
今
後
、
公
債
費
や
社
会
保
障
費

が
増
加
し
て
い
く
中
、
引
き
続
き
、
起
債
の
適
正
発

行
や
事
業
の
選
択
な
ど
、
基
礎
的
財
政
収
支
が
健
全

な
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

平成２９年度

決
算
特
別
委
員
会

町民ホール
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各会計決算状況

５０号

５１号

５２号

５３号

５４号

５５号

５６号

一般会計

国民健康保険特別会計（事業：医療費）

国民健康保険特別会計（直診：診療所）

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

水道事業（収益的収支）

水道事業（資本的収支）

会　　計　　名

全　　会　　計　　合　　計

議案番号 歳出決算額

（単位：円）

歳入決算額

46億5506万円

7859万円

3億5248万円

8億3267万円

6425万円

6158万円

1億6394万円

1億9682万円

1250万円

64億1789万円

43億4482万円

7586万円

3億4168万円

8億2294万円

6339万円

5995万円

1億5423万円

1億9617万円

9527万円

61億5431万円

平成２９年度各会計決算提出議案
～全員賛成で認定される～


